
２０１１年度 明治大学法科大学院 論文試験問題 
 

【民 法】 
 
問題 次の文章を読んで、下記の設問１から設問４に答えなさい。なお、それ

ぞれは独立の問題である。 

 
設例 

 Ａが甲土地を所有し、Ａの妻Ｂが甲土地上の乙建物を所有していた。 

 平成 15 年５月 29 日、Ａは、ＡのＣに対する債務を担保するため甲土地にＣ

のために根抵当権を設定し、翌日にその旨の登記がされた(第１抵当権とする)。

また、平成 16 年４月１日、Ｂは、ＡのＣに対する債務を担保するため乙建物に

Ｃのために根抵当権を設定し、同月４日にその旨の登記がされた(第２抵当権と

する)。一方、平成 17 年６月１日、Ｂは、Ｃに無断で、乙建物をＤに期間 10 年、

賃料前払いで賃貸し、賃料を受領した。しかし、契約後Ｄが急死したため、乙

建物にＤは入居しなかったが、Ｂはこのことを知らなかった。これらの事情を

知ったＢの甥のＥは、同年７月１日、Ｂに無断で乙建物を期間 10 年、賃料前払

いでＦに賃貸し、賃料を受領した。その後、Ｆは乙建物に入居した。Ｂは、賃

料を前払いで受領していたこともあり、使用実態には関心を持たず、ＦはＤの

縁故者であろうと考えていた。 

 平成 17 年 10 月 10 日、Ｂが死亡したため、ＡがＢを相続し、乙建物の所有者

となった。同年 12 月 12 日、ＡはＧに対する債務を担保するため、甲土地にＧ

のために根抵当権を設定し、同月 15 日にその旨の登記をした(第３抵当権とす

る)。 

 

設問１ Ｄの相続人のＪは、平成 18 年１月 10 日、Ｄが乙建物の賃貸借契約を

締結し、賃料を前払いしていたことに気づいた。Ｊは、乙建物からＦ

を退去させることができるか。どのような法的構成で、どのような要

件を充足する必要があるかに留意して簡潔に論じなさい。 

 
設問２ Ｃが抵当権に基づいてＦの退去を求めるためにはいかなる要件が必要

かについて簡潔に論じなさい。 

 
設問３ 第２抵当権は、平成 18 年２月１日に解除され、同月４日に根抵当権設

定登記の抹消登記がされた。平成 19 年３月 10 日、Ｇによる第３抵当
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権の実行の結果、Ｈが甲土地の所有権を取得した。Ａは、Ｈに対し法

定地上権の成立を主張することができるか。どのような要件が問題と

なるか明示した上で簡潔に論じなさい。 

 
設問４ 設問３について以下の事実が加わった場合はどうか。 

「平成 18 年３月 31 日第１抵当権設定契約が解除され、同年４月４日

に根抵当権設定登記の抹消登記がされていた。」 
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